
　

加
速
す
る
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
、
一

次
産
業
に
お
け
る
後
継
者
不
足
と
生
産
物

価
格
の
低
迷
、
地
域
経
済
に
お
け
る
消
費

減
退
、
観
光
客
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
人
口

減
少
と
地
域
経
済
縮
小
と
い
う
悪
循
環
を

断
ち
切
る
た
め
、
⑴
７
つ
の
重
点
施
策
を

着
実
に
推
進 

⑵
な
が
と
成
長
戦
略
と
子

育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
加
速 

⑶
国
の

施
策
・
経
済
対
策
と
連
携
し
、
平
成
26
年

度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
一
体
的
な
予
算

と
し
て
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

基
本
方
針
１

　
な
が
と
成
長
戦
略
の
推
進

　

昨
年
立
ち
上
げ
た
「
な
が
と
物
産
合
同

会
社
」
に
よ
る
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の

本
格
的
な
全
国
展
開
に
よ
り
、
産
業
の
活

性
化
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
関
係
予
算
は
、

７
億
８
５
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
２

　
子
育
て
支
援
策
の
充
実

　

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
を
食
い
止

め
、
子
育
て
世
代
に
お
け
る
負
担
軽
減

や
就
労
促
進
を
支
援
し
、
地
域
の
活
性

化
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
関
係
予
算
は
、

15
億
７
、１
７
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
の
規
模

　
２
０
９
億
８
︑８
０
０
万
円

　
（
昨
年
当
初
予
算
比
▲
12
億
５
、２
０
０
万
円
、

　
　

▲
5.6
％
）

平
成
27
年
度
予
算
の
概
要

　
２
月
24
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、
大
西
市
長
が
平
成
27
年
度

施
政
方
針
を
表
明
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
平
成
27
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

議場に立つ大西市長
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な
が
と
再
生
躍
進
予
算

は
じ
め
に

　

時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
市
民
の
皆

様
か
ら
長
門
市
の
舵
取
り
を
お
任
せ
い
た

だ
き
、
3
年
あ
ま
り
の
歳
月
を
経
て
、
1

期
目
を
締
め
く
く
る
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

加
速
す
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減

少
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
中
、
多
様
化
・

高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な

ど
、
難
し
い
市
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
、各
方
面
か
ら
温
か
い
ご
指
導
、

ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
に
お

約
束
し
た
「
チ
ー
ム
な
が
と
」
を
構
築
し
、

「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
、
種
を
撒
い
た
一
つ
ひ
と
つ
の
取

り
組
み
が
少
し
ず
つ
芽
を
出
し
始
め
た
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
国
に
お
き
ま
し
て

は
、
昨
年
12
月
に
、
活
力
あ
る
地
方
創
生

を
最
重
要
政
策
に
掲
げ
た
第
三
次
安
倍
内

閣
が
誕
生
し
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
総
合
戦

略
」
を
取
り
ま
と
め
、
人
口
減
少
や
東
京

一
極
集
中
な
ど
、
我
が
国
の
構
造
的
な
課

題
解
決
に
向
け
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
村
岡
知

事
の
も
と
、
新
た
な
県
政
運
営
の
指
針
と

し
て
、「
元
気
創
出
や
ま
ぐ
ち
！
未
来
開

拓
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
の
策
定
が
進
め

ら
れ
、
産
業
、
地
域
、
人
材
の
活
力
を
生

み
出
し
、
そ
の
好
循
環
に
よ
り
、
元
気
な

山
口
県
を
創
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
市
で
は
一
次
産
業
に
お
け
る

後
継
者
不
足
と
生
産
物
価
格
の
低
迷
、
地

域
経
済
に
お
け
る
消
費
減
退
、
観
光
客
の

伸
び
悩
み
な
ど
が
長
期
的
な
景
気
低
迷
と

相
ま
っ
て
、
国
が
推
し
進
め
て
い
る
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
も
、
実
感
す
る
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
、
長
門
市
が
置
か
れ
た
危
機
的
な
状

況
を
、
逆
に
大
き
く
成
長
す
る
絶
好
の
機

会
と
捉
え
、「
選
択
と
集
中
」
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
徹
底
し
て
平
成
27
年
度
の
予
算

編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
、
県
の
目
指
す
「
地
方
創
生
」、「
元

気
創
出
」
の
方
向
性
は
、
こ
れ
ま
で
本
市

が
推
し
進
め
て
き
た
７
つ
の
重
点
施
策
と

軌
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
国

に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
な
が
と

成
長
戦
略
」
や
、
若
い
世
代
の
希
望
を
実

現
す
る
「
子
育
て
支
援
」
な
ど
の
取
り
組

み
を
、
更
に
加
速
す
る
こ
と
で
、「
し
ご

と
」
を
創
り
、
そ
の
「
し
ご
と
」
が
「
ひ

と
」
を
呼
び
、
更
に
「
ひ
と
」
が
「
し
ご

と
」
を
呼
び
込
む
好
循
環
の
地
域
社
会
を

確
立
し
、
市
民
が
安
心
し
て
働
き
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん

な
全
国
に
誇
れ
る
「
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人件費
3,648,170
 （17.4％）

   扶助費
3,034,225
  （14.5％）

   公債費
3,019,335
 （14.4％）

その他
350,768
  （1.7％）

普通建設事業費
    3,454,356
      (16.4％）災害復旧事業費

   3,100
   （0.0％）

物件費
2,699,541
（12.9％）

補助費等
1,816,443
（8.6％）

繰出金
2,962,062
（14.1％）

 

維持補修費
 　　  205,457
貸付金100,152
積立金　　　  11
投資及び出資金
             25,148
予備費   20,000

義務的経費
 9,701,730
　　（46.3％）

    その他の経費
  7,828,814
（37.3％）

歳出総額
20,988,000

投資的経費
3,457,456
  （16.4％）

平成27年度 一般会計予算の構成（単位：千円）

市税
3,595,501
（17.1％） 諸収入

521,721
（2.5％）

その他
895,290
 （4.2％）

県支出金
1,701,623
（8.1％）

　市　債
3,013,000
  （14.4％）

地方交付税
8,550,000
（40.7％）

その他
785,200
   （3.8％）

歳入総額
20,988,000

自主財源
 5,012,512
     （23.8％）

依存財源
　　15,975,488
　　　（76.2％）

分担金及び負担金
　　  　194,769
使用料及び手数料
        　487,592
財産収入 49,695
繰入金  103,232
繰越金               1
寄附金    60,001

地方譲与税    190,000
利子割交付金   10,000
配当割交付金   12,000
株式等譲渡所得割交付金
                      15,000
地方消費税交付金
                    500,000
ゴルフ場利用税交付金
                         5,400
自動車取得税交付金
                       40,000
地方特例交付金
                         9,000
交通安全対策特別交付金
                         3,800

国庫支出金
1,925,665
（9.2％）

会計別
予算額

（単位：千円）
前年度予算額
（単位：千円）

増減額
（単位：千円）

対前年度伸率
（単位：％）

一般会計 20,988,000 22,240,000 ▲ 1,252,000 ▲ 5.6

特別会計 13,485,688 12,431,703 1,053,985 8.5

　国民健康保険事業 5,998,448 5,319,614 678,834 12.8

　公共下水道事業 1,950,811 1,732,940 217,871 12.6

　湯本温泉事業 93,990 91,098 2,892 3.2

　漁業集落排水事業 107,608 107,374 234 0.2

　農業集落排水事業 577,264 586,718 ▲ 9,454 ▲ 1.6

　介護保険事業 3,945,278 3,801,506 143,772 3.8

　電気通信事業 142,272 125,655 16,617 13.2

　後期高齢者医療事業 670,017 666,798 3,219 0.5

合　　計 34,473,688 34,671,703 ▲ 198,015 ▲ 0.6

特 集 平 成 ２ ７ 年 度 予 算 の概 要
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公
共
交
通
対
策

・
公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
の
た
め
、

　

三
隅
中
・
下
地
区
と
日
置
中
・
下
地
区

　

に
お
い
て
新
た
な
公
共
交
通
の
導
入
を

　

進
め
ま
す

学
校
施
設
整
備

・
26
年
度
末
に
お
い
て
、
非
木
造
施
設
す

　

べ
て
の
耐
震
化
が
完
了
す
る
こ
と
か

　

ら
、
屋
内
運
動
場
の
吊
天
井
落
下
防
止

　

工
事
や
老
朽
化
し
て
い
る
三
隅
中
学
校

　

特
別
教
室
棟
の
改
築
工
事
お
よ
び
菱
海

　

中
学
校
校
舎
棟
外
壁
の
改
修
工
事
に
着

　

手
し
ま
す

公
営
住
宅
整
備

・
田
屋
床
団
地
の
27
年
度
末
の
完
成
に
向

　

け
て
工
事
を
進
め
ま
す

上
水
道
事
業

・
油
谷
地
区
の
主
要
水
源
で
あ
る
「
田
上

　

浄
水
場
」
の
整
備
を
継
続
し
ま
す

・
老
朽
化
し
た
配
水
管
な
ど
の
敷
設
替
え

　

を
計
画
的
に
進
め
ま
す

下
水
道
事
業

・
老
朽
化
し
た
東
深
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

　

処
理
施
設
や
仙
崎
中
部
地
区
管
路
施
設

　

の
改
築
・
更
新
、
不
明
浸
入
水
対
策
を

　

継
続
す
る
と
と
も
に
、
28
年
度
か
ら
の

　

地
方
公
営
企
業
会
計
移
行
を
進
め
ま
す

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進

・
「
長
門
の
住
み
良
さ
」
を
、
様
々
な
機

　

会
を
通
じ
て
全
国
に
発
信
し
ま
す

・
新
た
に
定
住
支
援
員
を
配
置
し
、
空
き

　

家
バ
ン
ク
な
ど
を
活
用
し
ま
す

晩
婚
化
社
会
へ
の
対
応

・
縁
結
び
対
策
事
業
な
ど
の
人
口
定
住
策

　

を
推
進
し
て
い
き
ま
す

③
観
光
都
市
長
門
の
顔
づ
く
り

観
光
の
方
向
性

・
長
門
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
最
大
限

　

に
活
用
し
、「
何
度
で
も
行
っ
て
み
た

　

く
な
る
魅
力
都
市
」
を
創
り
ま
す

・
旧
老
舗
旅
館
跡
地
の
利
用
計
画
を
策
定

　

す
る
な
ど
、
温
泉
街
の
魅
力
創
出
に
よ

　

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、

　

雇
用
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋

　

げ
ま
す

・
長
門
市
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃

　

ゆ
」
の
主
人
公
、
文
の
姉
、
寿
と
楫
取

　

素
彦
が
一
時
期
を
過
ご
し
た
ゆ
か
り
の

　

地
で
あ
り
、
山
口
県
を
代
表
す
る
宿
泊

　

地
で
あ
る
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、

　

３
年
後
の
「
明
治
維
新
150
年
」
を
見
据

　

え
た
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す

宿
泊
客
拡
大

・
全
国
規
模
で
会
員
組
織
を
持
つ
福
利
厚

　

生
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
対
象
と
し
た
実
効
性

　

の
高
い
観
光
客
誘
致
に
努
め
ま
す

外
国
人
観
光
客
誘
致

・
外
国
人
観
光
客
が
年
々
増
加
し
て
い
る

　

こ
と
か
ら
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ダ
イ
ビ

　

ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
観
光
と
温
泉
を

　

組
み
合
わ
せ
た
商
品
造
成
や
、
ル
ネ
ッ

　

サ
な
が
と
を
活
用
し
た
韓
国
人
歌
手
公

　

演
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
充
実
を

　

図
り
ま
す

ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致

・
恵
ま
れ
た
良
港
と
観
光
資
源
を
活
か
し

　

て
、
県
と
連
携
し
積
極
的
に
取
り
組
み

　

ま
す

④
産
業
振
興
に
よ
る
活
力
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り

一
市
一
農
場
構
想
の
推
進

・
「
農
地
集
積
バ
ン
ク
」
に
よ
る
農
地
集

　

積
を
加
速
さ
せ
ま
す

・
新
規
法
人
組
織
の
設
立
や
新
規
就
農
者

　

を
雇
用
す
る
法
人
の
支
援
を
行
い
ま
す

な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成

・
「
長
州
な
が
と
和
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力

　

向
上
の
た
め
、
肥
育
牛
の
増
頭
補
助
や

　

飼
料
用
米
な
ど
を
使
っ
た
新
た
な
飼
育

　

研
究
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す

・
「
長
州
黒
か
し
わ
」
の
消
費
拡
大
に
努

　

め
ま
す

水
産
業

・
水
産
物
の
安
定
供
給
に
よ
る
市
場
性
の

　

確
保
と
魚
価
の
安
定
を
図
る
た
め
、
新

　

た
に
「
産
地
市
場
水
揚
奨
励
事
業
」
を

　

実
施
し
ま
す

・
高
級
魚
と
し
て
高
値
で
取
引
さ
れ
る
キ

　

ジ
ハ
タ
に
つ
い
て
、
種
苗
放
流
量
を
拡

　

大
し
ま
す

・
ア
ワ
ビ
の
種
苗
が
順
調
に
成
育
し
放
流

　

で
き
た
こ
と
か
ら
、
中
間
育
成
を
継
続

　

し
て
放
流
効
果
の
検
証
を
行
う
と
と
も

　

に
、
放
流
後
の
採
捕
率
向
上
効
果
が
期

　

待
で
き
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板
に
よ
る

　

漁
場
造
成
に
取
り
組
み
ま
す

▲４月１日から供用開始となった「はなもゆ」

①
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化

・
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達
を
行

　

う
た
め
、
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
情
報

　

を
自
動
で
一
斉
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を

　

整
備
し
ま
す

音
声
告
知
端
末
機

・
仙
崎
地
区
、
渋
木
・
真
木
地
区
に
整
備

　

し
ま
す

自
主
防
災

・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
継
続
し
て
支

　

援
し
ま
す

・
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す

津
波
対
策

・
日
本
海
側
津
波
浸
水
想
定
区
域
を
示
し

　

た
「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
各
家

　

庭
に
配
布
し
、
防
災
意
識
の
啓
発
に
取

　

り
組
み
ま
す

防
災
拠
点
施
設
の
整
備

・
市
役
所
改
築
は
、
31
年
度
の
完
成
を
目

　

指
し
、
民
間
委
員
を
含
む
庁
舎
整
備
検

　

討
委
員
会
で
基
本
構
想
を
策
定
し
た

　

後
、
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す

・
消
防
庁
舎
は
、
29
年
４
月
に
高
機
能
消

　

防
通
信
指
令
装
置
を
備
え
た
新
庁
舎
で

　

業
務
が
で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
ま
す

消
防
団

・
人
員
の
確
保
に
努
め
、
団
員
が
活
動
し

　

や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す

山
陰
道

・
昨
年
か
ら
本
格
的
に
工
事
着
手
し
て
い

　

る
「
長
門
・
俵
山
道
路
」
に
つ
い
て
は
、

　

１
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
、
市
と
し

　

て
も
全
面
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す

・
俵
山
か
ら
下
関
方
面
に
向
け
た
道
路

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
、

　

官
民
一
体
と
な
っ
た
要
望
活
動
を
行

　

い
、「
命
の
道
」
と
し
て
の
必
要
性
を

　

強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
総
決
起
大

　

会
を
長
門
市
で
開
催
し
ま
す

②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い

　
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
子
育
て
支
援

・
病
児
・
病
後
児
保
育
と
「
放
課
後
児
童

　

ク
ラ
ブ
」
の
開
所
時
間
を
延
長
し
ま
す

・
通
小
学
校
区
で「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

　

を
開
設
し
ま
す

・
み
の
り
保
育
園
で
「
休
日
保
育
」
を
開

　

始
し
ま
す

・
多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
負
担
の
軽
減
を

　

図
り
ま
す

・
国
の
経
済
対
策
に
併
せ
た
児
童
手
当
受

　

給
世
帯
へ
の
商
品
券
給
付
事
業
な
ど
を

　

実
施
し
ま
す

・
産
前
産
後
ケ
ア
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
な

　

ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
妊
娠
期
か
ら

　

切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
体
制
の
充
実

　

を
図
り
ま
す

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

　

い
て
、
平
成
25
年
10
月
末
日
ま
で
に
規

　

定
回
数
の
接
種
が
終
了
し
た
人
が
、
追

　

加
接
種
を
希
望
す
る
場
合
の
費
用
に
つ

　

い
て
助
成
し
ま
す

高
齢
者
福
祉

・
10
年
先
を
見
据
え
地
域
包
括
ケ
ア
体
制

　

の
整
備
を
進
め
ま
す

・
地
域
住
民
の
協
働
に
よ
る
見
守
り
や
支

　

え
合
い
の
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　

に
取
り
組
み
ま
す

・
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
る
新
し
い
地

　

域
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
と
、
地
域
ケ

　

ア
会
議
に
よ
る
在
宅
医
療
・
介
護
の
連

　

携
を
進
め
ま
す

・
本
市
の
介
護
保
険
料
は
、
27
年
度
か
ら

　

３
年
間
の
介
護
保
険
計
画
に
お
い
て
、

　

県
内
で
最
も
低
い
水
準
と
な
り
ま
す

障
害
者
福
祉

・
障
害
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

　

支
援
を
行
う
た
め
、
支
援
者
に
よ
る
就

　

労
支
援
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
障
害
者

　

の
就
労
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す

地
域
医
療

・
こ
の
１
年
間
で
「
応
急
診
療
所
」
に
は

　

２
、３
７
０
人
の
受
診
が
あ
り
ま
し

　

た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

　

り
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
の
構

　

築
に
努
め
ま
す

健
康
増
進

・
保
健
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
全
戸
訪
問

　

や
育
児
相
談
を
は
じ
め
、
集
団
健
診
の

　

休
日
健
診
日
の
増
加
や
健
診
期
間
の
延

　

長
に
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り
や
介
護

　

予
防
を
強
化
し
ま
す

消
費
者
行
政

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
活
動
を
持

　

続
的
に
充
実
強
化
し
ま
す

廃
棄
物
対
策

・
現
在
の
焼
却
施
設
を
解
体
撤
去
し
た
跡

　

地
に
、
紙
製
お
よ
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

　

容
器
包
装
類
の
資
源
化
に
向
け
た
「
リ

　

サ
イ
ク
ル
施
設
」
を
整
備
し
ま
す

・
萩
市
と
共
同
で
整
備
し
た
新
可
燃
ご
み

　

焼
却
施
設
「
は
な
も
ゆ
」
の
供
用
開
始

　

に
伴
い
、
廃
棄
物
処
理
手
数
料
が
大
幅

　

な
増
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
処
理
手
数

　

料
の
一
部
を
補
助
す
る
緩
和
措
置
を
講

　

じ
ま
す

７
つ
の
重
点
施
策

▲オープンして 1 年半が経過する長門市応急診療所▲幻の高級魚と言われる「キジハタ」
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⑥
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

キ
ャ
ン
プ
招
致

・
本
年
開
催
さ
れ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大

　

会
」
の
開
催
状
況
を
調
査
・
研
究
す
る

　

と
と
も
に「
キ
ャ
ン
プ
招
致
基
本
計
画
」

　

に
基
づ
き
、
キ
ャ
ン
プ
拠
点
施
設
と
周

　

辺
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す

・
キ
ャ
ン
プ
招
致
を
強
化
す
る
た
め
、
庁

　

内
の
推
進
体
制
整
備
に
取
り
組
む
と
と

　

も
に
、「
長
門
市
招
致
委
員
会
」
を
は

　

じ
め
、
県
の
「
世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ

　

地
招
致
検
討
組
織
」
な
ど
、
関
係
機
関

　

と
連
携
を
強
め
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

　

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
招
致
も
見
据

　

え
た
活
動
を
推
進
し
ま
す

各
種
大
会
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大

・
27
年
度
は
、
山
口
県
で
「
第
28
回
全
国

　

健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）」

　

が
開
催
さ
れ
、
俵
山
ス
パ
ス
タ
ジ
ア
ム

　

で
「
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大

　

会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
28
年
度
開

　

催
予
定
の
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

　

大
会
・
空
手
道
競
技
」
の
プ
レ
大
会
と

　

し
て
、「
中
国
高
等
学
校
空
手
道
選
手

　

権
大
会
」
が
な
が
と
総
合
体
育
館
で
開

　

催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
会
で
、
市

　

民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
た
「
お
も
て
な

　

し
」
を
行
い
、
新
た
な
交
流
人
口
拡
大

　

に
努
め
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

・
滝
ノ
下
の
「
な
が
と
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」

　

は
、
市
民
の
憩
い
と
交
流
の
場
に
な
る

　

よ
う
29
年
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
整
備

　

を
進
め
ま
す

⑦
行
財
政
改
革
の
推
進

公
共
施
設
の
再
配
置

・
「
第
3
次
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
の
重
要

　

項
目
と
し
て
位
置
付
け
、「
公
共
施
設

　

白
書
」
を
策
定
・
公
表
し
ま
し
た
。
今

　

後
は
将
来
を
見
通
し
た
最
適
な
施
設
配

　

置
と
維
持
管
理
を
行
う
た
め
、「
公
共

　

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
取
り
ま
と

　

め
て
い
き
ま
す

市
職
員
・
組
織

・
先
進
的
で
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
習

　

得
し
職
場
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
他

　

の
自
治
体
と
の
人
事
交
流
を
一
層
進
め

　

市
職
員
の
意
識
改
革
と
政
策
形
成
能
力

　

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す　

・
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

　

る
た
め
、
市
職
員
の
中
か
ら
募
集
し
た

　

地
域
づ
く
り
支
援
員
を
各
地
域
に
配
置

　

す
る
な
ど
、
職
員
の
地
域
貢
献
に
対
す

　

る
意
識
を
醸
成
し
ま
す

・
28
年
度
以
降
の
組
織
機
構
改
編
計
画
の

　

策
定
に
取
り
組
み
ま
す

財
政
運
営

・
今
後
、
市
役
所
本
庁
舎
の
改
築
な
ど
、

　

大
型
建
設
事
業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

　

や
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
の

　

特
例
期
間
満
了
に
よ
り
、
財
源
の
確
保

　

が
よ
り
一
層
重
要
で
す
。
財
源
確
保
の

　

た
め
、「
や
る
気
の
あ
る
長
門
」、「
提

　

案
す
る
長
門
」
を
前
面
に
出
し
、
国
、

　

県
と
も
十
分
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
事

　

業
を
進
め
ま
す

・
民
間
の
各
種
助
成
制
度
を
最
大
限
に
活

　

用
し
、
遊
休
資
産
の
利
活
用
を
積
極
的

　

に
行
う
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
に
も
努

　

め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率

　

的
に
活
用
し
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政

　

運
営
に
努
め
ま
す

■
問
い
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わ
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・
超
急
傾
斜
地
で
耕
作
を
続
け
る
農
家
へ

　

の
支
援
を
拡
充
し
、
山
間
部
の
農
地
維

　

持
に
努
め
ま
す

・
畜
産
に
お
い
て
は
、
優
良
繁
殖
雌
牛
導

　

入
の
助
成
を
拡
充
し
、
法
人
組
織
な
ど

　

の
畜
産
参
入
を
促
し
ま
す
。

・
畜
産
農
家
と
関
係
者
が
協
力
し
て
収
益

　

力
強
化
に
取
り
組
む
地
域
の
施
設
整
備

　

を
支
援
し
ま
す

鳥
獣
被
害
対
策

・
三
隅
か
ら
油
谷
ま
で
の
市
内
全
域
を
横

　

断
す
る
侵
入
防
護
柵
を
完
成
さ
せ
、
捕

　

獲
隊
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
被

　

害
防
止
に
取
り
組
み
ま
す

経
済
活
性
化

・
地
域
経
済
の
循
環
を
促
す
た
め
、
住
宅

　

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム

　

付
き
商
品
券
発
行
事
業
を
国
の
経
済
対

　

策
に
併
せ
取
り
組
み
ま
す

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
の
拡
充
に

　

よ
り
、
寄
附
者
へ
の
お
礼
と
し
て
贈
る

　
「
長
門
ふ
る
さ
と
便
」
を
活
用
し
た
本

　

市
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
、
販
路

　

拡
大
に
努
め
ま
す

⑤
交
流
、
連
携
、
協
働
に
よ
る
市

　
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

集
落
機
能
の
再
生

・
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
に

　

設
立
さ
れ
た
５
地
区
に
加
え
、
新
た
に

　

６
地
区
で
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。
財

大
都
市
圏
へ
の
販
路
開
拓

・
司
令
塔
を
担
う
「
な
が
と
物
産
合
同
会

　

社
」
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
執

　

行
責
任
者
を
中
心
と
し
て
本
格
的
な
販

　

路
拡
大
を
行
い
ま
す

地
元
直
売
所
整
備

・
平
成
29
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
仙

　

崎
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
基
本
計
画

　

に
基
づ
き
作
業
を
進
め
、
早
期
に
設
計

　

に
取
り
組
み
ま
す

安
心
・
安
全
な
食
づ
く
り

・
自
然
栽
培
米
に
つ
い
て
は
、
作
付
面
積

　

の
倍
増
を
図
る
と
と
も
に
、
長
門
の
安

　

全
・
安
心
を
発
信
し
て
い
く
シ
ン
ボ
ル

　

商
品
と
し
て
、
全
国
に
販
売
し
て
い
き

　

ま
す

・
有
機
栽
培
の
研
究
や
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得

　

を
進
め
ま
す

・
飼
料
用
米
な
ど
を
活
用
し
た
養
鶏
や
、

　

耕
畜
連
携
に
よ
る
有
機
肥
料
栽
培
作
物

　

の
生
産
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま
す

観
光
資
産
の
魅
力
創
出

・
観
光
分
野
に
お
け
る
重
点
施
策
で
あ
る

　
「
俵
山
地
区
の
観
光
振
興
」
に
つ
い
て
、

　

交
流
拠
点
施
設
の
整
備
に
着
手
す
る
と

　

と
も
に
、
空
き
旅
館
の
再
生
に
向
け
た

　

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す

・
二
次
交
通
対
策
と
し
て
、
山
口
宇
部
空

　

港
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
て
本
市

　

に
宿
泊
す
る
観
光
客
や
、
JR
新
山
口
駅

　

か
ら
の
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
対
し
支
援

　

す
る
こ
と
で
、
来
訪
者
の
利
便
性
向
上

　

に
取
り
組
み
ま
す

後
継
者
確
保
と
新
規
就
業
の
創
出

・
就
農
希
望
者
を
全
国
公
募
し
市
独
自
の

　

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
後

　

継
者
に
つ
い
て
は
、
漁
家
の
事
業
継
承

　

に
対
し
新
た
に
支
援
す
る
な
ど
、
自
立

　

に
繋
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

・
創
業
者
が
国
・
県
の
助
成
制
度
を
活
用

　

で
き
る
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む

　

み
、
市
独
自
の
支
援
制
度
も
創
設
す
る

　

な
ど
、
強
く
創
業
を
後
押
し
し
ま
す

・
長
門
の
地
域
資
産
を
活
か
し
た
新
た
な

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
し
ま
す

・
雇
用
創
出
と
所
得
向
上
に
繋
が
る
施
策

　

を
、
国
、
県
の
進
め
る
「
地
方
創
生
」

　

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
推

　

進
し
て
い
き
ま
す

・
飼
料
用
米
や
麦
、
大
豆
な
ど
戦
略
作
物

　

の
自
主
的
な
生
産
拡
大
を
支
援
し
ま

　

す
。

　

源
支
援
と
併
せ
、
高
齢
化
率
の
高
い
地

　

区
に
は
集
落
支
援
員
を
置
く
な
ど
、
人

　

的
支
援
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す

市
民
活
動
団
体
の
活
性
化

・
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
課
題
を
解
決
す

　

る
た
め
、
団
体
自
ら
が
企
画
・
実
施
す

　

る
事
業
を
助
成
す
る
「
市
民
の
ち
か
ら

　

応
援
補
助
金
」
を
拡
充
し
、
団
体
育
成

　

と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す

地
域
お
こ
し
協
力
隊

・
現
在
配
置
し
て
い
る
３
人
に
加
え
、
新

　

た
に
３
人
を
募
集
し
、
配
置
地
区
と
活

　

動
範
囲
を
広
げ
、
地
域
活
性
化
を
更
に

　

推
進
し
ま
す

▲白潟地区まちづくり協議会の設立総会

▲販路開拓を担う「ながと物産合同会社」

こ
と
ば

●
自
主
財
源

　

市
が
自
主
的
に
集
め
ら
れ
る
財
源
の

こ
と
。
市
税
、
使
用
料
、
手
数
料
、
財

産
収
入
、
繰
入
金
、
諸
収
入
な
ど

●
依
存
財
源

　

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り

当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
の
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、

市
債
な
ど

●
地
方
交
付
税

　

皆
さ
ん
が
国
に
納
め
た
税
金
の
一
部

で
、
市
の
財
政
状
況
な
ど
に
応
じ
て
配

分
さ
れ
る
お
金

●
義
務
的
経
費

　

そ
の
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意

に
節
減
で
き
な
い
経
費
。
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の

●
投
資
的
経
費

　

主
に
公
共
施
設
の
建
設
事
業
な
ど
、

将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
お
金

●
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え

　

い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
で
は
、

旧
合
併
特
例
法
に
よ
り
「
合
併
後
10
年

間
は
、
合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
算
定

し
た
普
通
交
付
税
の
総
額
を
配
分
す
る
」

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
こ
の
10
年
間

を
「
特
例
期
間
」
と
言
い
ま
す
）。

　

し
か
し
、
配
分
額
は
合
併
11
年
目
か

ら
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、
16
年
目
に
は

純
粋
に
一
つ
の
自
治
体
と
し
て
算
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
一
本
算
定
）。

こ
れ
は
、
合
併
す
る
と
行
政
の
効
率
化

が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
、
一
本
算
定
で

は
一
般
に
配
分
額
が
減
る
こ
と
に
な
り

ま
す

特 集 平 成 ２ ７ 年 度 予 算 の概 要


